
　

な
ぜ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が

　

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

中
田
井
浄
水
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
、

次
の
３
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

①
中
田
井
浄
水
場
に
は
昭
和
30
、
40
年
代
の
施

設
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
現
在
の
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
新
し
い
施

設
に
作
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
機
械
や
電
気
設
備
の
ほ
ぼ
全
て
が
耐
用
年

数
を
超
え
て
い
る
た
め
故
障
が
多
く
、
古

い
設
備
な
の
で
修
理
部
品
の
調
達
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
な

水
を
お
届
け
す
る
た
め
に

～
中
田
井
浄
水
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
～

　

中
田
井
浄
水
場
と
は
？

　

中
田
井
浄
水
場
は
銅
山
川
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
水
を
き
れ
い
な
飲
み
水
に
す
る
浄
水
場

で
、
中
曽
根
町
の
三
島
公
園
の
ふ
も
と
に
あ

り
ま
す
。

　

川
之
江
・
伊
予
三
島
地
域
の
み
な
さ
ん
、

約
７
万
３
千
人
に
水
を
送
っ
て
い
ま
す
。

中田井浄水場（中曽根町 25 番地）

③
浄
水
場
で
作
ら
れ
た
水
は
、
ポ
ン
プ
を

使
っ
て
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
配
水
池
（
水
の

タ
ン
ク
）
に
一
度
貯
め
て
か
ら
み
な
さ
ん
の

家
庭
に
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
多
額

の
電
気
代
が
か
か
り
ま
す
。

　

工
事
の
概
要

■
工
期

　

工
事
は
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
水
を
作

り
な
が
ら
古
い
設
備
を
新
し
く
し
た
り
地
震

に
強
い
建
物
や
施
設
に
す
る
の
で
、
期
間
は

４
年
２
か
月
に
な
り
ま
す
。
平
成
31
年
９
月

の
完
成
予
定
で
す
。

■
工
事
費

　

工
事
に
か
か
る
費
用
は
約
82
億
円
で
す
。

金
融
機
構
か
ら
お
金
を
借
り
た
り
、
国
の
補

助
金
を
使
い
ま
す
の
で
、
水
道
料
金
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
重
要
防
災
拠
点
と
し
て
の
整
備

　

新
し
い
浄
水
場
は
重
要
防
災
拠
点
と
位
置

付
け
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
工
事
を
行
い

ま
す
。

○
浄
水
施
設
全
体
の
耐
震
化

○
災
害
や
事
故
に
備
え
、
浄
水
場
に
水
が

　

入
っ
て
き
て
か
ら
処
理
さ
れ
る
ま
で
の
行

程
を
２
系
列
化

○
新
し
く
浄
水
池
兼
配
水
池
（
で
き
た
水
を

貯
め
る
タ
ン
ク
）
を
つ
く
り
、
場
内
に
約

１
万
ト
ン
の
水
を
確
保
し
、
災
害
時
の
応

急
給
水
に
対
応

問い合わせ
水道総務課
28-6452

○
災
害
時
に
備
え
、
災
害
用
備
品
や
水
道
管

の
材
料
な
ど
を
備
蓄
す
る
防
災
倉
庫
を
新

設
○
地
震
災
害
や
渇
水
時
の
応
急
給
水
に
備　

え
、
給
水
車
へ
の
注
水
設
備
を
設
置

○
水
道
局
庁
舎
を
新
設
し
、
現
在
の
村
松
庁

舎
か
ら
移
転
。
職
員
、
給
水
車
、
資
機
材

な
ど
を
集
約　

■
配
水
区
の
見
直
し

　

新
設
さ
れ
る
浄
水
池
兼
配
水
池
か
ら
、
鉄

道
よ
り
北
の
エ
リ
ア
に
高
低
差
を
利
用
し
て

水
を
送
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ポ
ン
プ
を
使
っ

て
山
の
中
腹
に
あ
る
配
水
池
ま
で
送
っ
て
い

た
水
の
う
ち
、
約
40
％
が
こ
の
自
然
流
下
に

変
わ
り
ま
す
の
で
、
電
気
代
が
減
ら
せ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
配
水
区
の
見
直
し
に
伴

う
水
道
管
の
布
設
工
事
が
始
ま
り
、
併
せ
て

古
い
水
道
管
を
耐
震
管
に
入
れ
替
え
る
工
事

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　　

将
来
的
に
は
土
居
地
域
に
も
中
田
井
浄

水
場
か
ら
水
を
お
届
け
す
る
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。
安
全
で
、
安
心
な
水
、
安
定
し

た
水
供
給
の
た
め
に
、
中
田
井
浄
水
場
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

出
前
講
座

　

水
道
局
で
は
「
わ
た
し
た
ち
の
水
道
」
と

題
し
て
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
の
仕
組
み
を
学
ぶ
ほ
か
、
応
急
給
水

体
験
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、
市
内
の
団
体
、

グ
ル
ー
プ
で
ご
希
望
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

水
道
総
務
課　

28
・
６
４
５
２

　

６
月
１
日
～
７
日
は

　
　

第
57
回
水
道
週
間
で
す

　

今
年
は
「
カ
ラ
カ
ラ
で　

蛇
口
に
飛
び
込

む　

僕
の
口
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
で

多
彩
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

水
道
局
で
は
、
ふ
だ
ん
何
げ
な
く
使
っ
て

い
る
水
道
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、「
水
道
週
間
」
期
間
中
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

中
田
井
浄
水
場
を
一

般
公
開
し
ま
す
。

　

現
行
浄
水
場
の
見

納
め
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

施
設
見
学
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
４
５
８

昭和 47 年（43 年前）の写真
赤で囲んでいる部分は現在も使用さ
れています

■浄水池兼配水池の新設（地下）
■注水設備の新設

■浄水施設全体の耐震化

■浄水処理の２系列化
■水道局庁舎の新設

正門
高
速
道
路
側
道

上柏配水池 中曽根中区配水池銅山川から取水

ポ
ン
プ

ポ
ン
プ

松山自動車道

中田井浄水場で浄水処理
西方面東方面

■防災倉庫の新設

中田井浄水場等更新整備・運営事業


